
はしがき
　海外には、一般犯罪はもとより、戦争や内乱、暴動、テロ、大規模自
然災害など、実にさまざまなリスクが存在しています。
　そのようなリスクと直接向き合うことになるのは、海外赴任者とその
家族ならびに出張者です。「世界で日本より安全な国はほとんどない」
との前提に立って、日本での意識や感覚、習慣から脱却し、自己防衛の
意識を高め、犯罪者の標的になりにくい、いわゆる“ハード・ターゲッ
ト”を目指すことが肝心です。
　
　赴任先・出張先によって危険度の高さや発生するリスクの種類はそれ
ぞれ異なり、また時代とともに変化します。そのため、事前にその国の
最新状況について調査し、具体的な対策・対応をとることが大事です。
もちろん、どの国、いつの時代でも事件・事故の発生を全くゼロにする
ことはできません。しかし、自らがKnowing why（何が原因なのかを
知り）、What to do（では何をすべきか）、How（どのような方法で）
と考え、Plus Action（頭の中だけではなく実際に行動）することにより、
事件・事故に遭う確率を下げ、たとえ事件・事故に遭っても被害を最小
限に食い止めることができます。
　
　そこで当協会では、海外赴任者・出張者向けの安全対策マニュアルと
して、2012年に本書を発行しました。本書は、当協会が過去2度アメリ
カに海外安全調査団を派遣した際に得た、先進企業や関連団体のノウハ
ウや資料、および当協会が過去に発行した安全マニュアルを統合して作
成したものです。また、2016年にはイスラム過激派組織等の影響を受け
たテロ事件が多発したことから、テロ対策に関する内容を充実させ、改
訂第2版を発行しています。
　
　そして今回、世界情勢の不安定化に伴う治安情勢の悪化を鑑み、家庭
での安全対策と国外退避の章を見直した改訂第3版を発行することにい
たしました。海外赴任者、出張者の皆様にご活用いただければ幸いです。
　
　2024（令和6）年3月
 　一般社団法人 日本在外企業協会
 　海外安全センター
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